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要約 

 

本論文は大学生となり就職活動を経験した筆者自身が、地元就職について考えたこと

と「地方消滅」論に基づく雇用創生との間に違和感を覚えたことをきっかけに執筆する。

地方からの若者人口流出が叫ばれる中、「地方消滅」論の考えに基づき「東京一極集中」

に歯止めをかけるため、「相応の賃金、安定した雇用形態、やりがいのある仕事」を地方

で創生していこうとしている。では、地方においてそのような雇用を創れば、若者たちは

地元に戻ってくるのだろうか。 

 この論文は地方公務員志望の大学生において、地元意識の変化を捉えることで、地元意

識とＵターン就職との関係を探る。ここで地方公務員志望の大学生に焦点を当てる理由

は、（1）勤務先である地方公共団体を自分で選ぶことができ、土地の選択可能性がある

（2）地元にも同じ職種の仕事（雇用）がある（3）基本的に生涯雇用のためその土地に長

く住むことになり、Uターン就職を考える際に、気を付ければならないのが、地方県に大

学生にとって魅力的な雇用がないという負の要素であるが、雇用の有無にかかわらず「積

極的」に地元就職を希望する人、離れる人の意識を見ることができると考えたためであ

る。また、本論文では、各就活支援サイトの定義に則り「Uターン就職」を「地方生まれ

の学生が都会の学校に進学して卒業後に地元に戻り就職を行うこと」の意味として使用し

ていくことにする。 

 調査は地方公務員を志望し、実際に内定を得た大学生 8人と、自治体職員として働く社

会人 1年目の男性 1人の、合わせて 9人に聞き取り調査を行った。また各調査対象者を分

析するにあたり、以下の 4類型を用いた。（1）大学進学時に県外の大都市地域に出て、そ

のままそこで職業生活を始める「都市定住型」（2）一度県外の大学に進学するが、卒業後

に地元に近い都市で初職に就く「Ｊターン型」（3）一度県外の大学に進学するが、卒業後

に地元に戻る「Ｕターン型」（4）一貫して地元内での地域移動をしている「地元周流型」 

 地元意識の考察の中で、地域移動タイプに関係なく、多くの調査対象者が都会と地元の

対比を行っていた。そして多くの語りに登場した概念が「変化していく場所」「変化して

いかない場所」という対比である。この場合「都会」＝「変化していく場所」に対して

「地元」＝「変化していかない場所」という構図である。「変えていきたい」という「や

りがい志向」が高まってくる一方で、地元が「変わっていかない場所」という認識が形成



 
 

されていくという、真逆な方向への認識の変化は、地元への志向性を低下させる。しか

し、地方創生、地方や地方中枢都市の力が拡大している現在、それは都会と地元の対比を

生み、どうしても「変化していかない地元」を生んでしまうことになる。また、地方公務

員としてどこに就職するのか、どの自治体に勤務するのかという判断には「地元である必

然性」が大きく関わっていると考えられる。地元に戻らない「都市定住型」「Ｊターン

型」に共通するのは、地元内でのやりがいを見出せなかったため、地元外での就職を決意

しつつも、何かしらのかたちで地元とのつながりを残しているところである。「Ｕターン

型」では、いわば地元と自己との間に距離がなく地元と自分を重ねている。また、地元へ

の誘因として特に目立ったのが「地元の友人」「家族の存在」「地元への愛着」であった。

そこには若者を地元に引き付ける方向にも、または出ていく方向にも働くという双方向的

な側面があることが分かる。 
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